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ＡＭＤＡグループ

市民参加型人道支援外交

第５回円卓会議に出席して

AMDA大槌健康サポートセンター
　　プロジェクトオフィサー

　　　　大久保　彩乃

７月８日（日）岡山国際交流センター　　4.AMDA活動報告

国際会議場にて、AMDAゲループを構成

する４団体が一同に会して活動を紹介す

る「AMDAグループ第５回円卓会議」を

開催しました。前週発生したバングラデ

シュ洪水への披災真緊急款援活動がバン

グラデシュ支部により初動か始まり、会

議当日日本からの派遣が決定し、AMDA

の活動報告の中で派迫真となる竹谷和子

参与を紹介する場面もありました。

　プログラム　　　　　　　（敬称略）

今回、初めて岡山に行かせていただき　　1.アムダ国際福祉事業団

ました。そして、私にとって震災後初め

て国内での旅となりました。

　岡山に着いた時、岩手との気温差に改

めてビックリしました。また普段なにも

ない風景を見慣れているせいか、都会的

だなと思いました。

　８日のAMDAグループ円卓会議で、震

災当時のことや、AMDA大槌健康サポー

トセンターの事をお話しさせていただき

ました。皆さんの前でお話しするのは初

めてでしたので、とても緊張しました。

ですが、皆さん真剣に聞いて下さいまし

た。皆さんのご支援のお陰で、今の私が

あり、健サポがあると心から感じ、そし

ていま皆さんに直接感謝を言わせていた

だく機会になっていると思うと、思わず

言葉がつまってしまいました。

　これから大槌町民の皆さんに元気に

なっていただけるよう、精一杯頑張らせ

ていただくと共に、この経験を伝えてい

きたいと思いました。そして、大槌の皆

さんと一緒に少しずつ前進していきたい

と思っています。これからもよろしくお

願いします。

　報告　的野秀利　理事長

　複合災害の被災地「フクシマ」

2.AMDA国際医療情報センター

　報告　小林米幸　理事長

　電話相談を通じた在日外国人の健康と

　外国人を診療する医療機関を支援する

　21年の軌跡

3.AMDA社会開発機構

　報告　田中一弘　海外事業部長

　アジア・アフリカ・中南米６カ国の事

　某の現場から

　東日本復興支援事業報告

　大槌町出身往往　大久保彩乃

　プロジェクトオフィサー　大政朋子

　フィリピンミンダナオ島洪水緊急医療

　支援活動報告

　倉敷フィリピノサークル　大山マジョリー

　海外連携事業報告　国際部長　難波妙

　AMDA高校生会活動・東日本復興支援

　同世代交流報告

　高校生会　中高説美

　AMDAフードプログラム・AMDA野土

　路農場（岡山県新庄村）有機農業報告

　プロジェクトオフィサー　柴田古樹

　梅雨の合間の晴天となった日曜日。約

40人の学生を合む130人の参加者は、

AMDAゲループの様々な活動を熱心に間

いてくださいました。自ら被災者であり

現在AMDA大槌健康サポートセンターの

常勤スタッフの大久保彩乃プロジェクト

オフィサーは、熱心に耳を傾ける支撰者

を前にして報告するにあたり感極まった

場面もありました。左記に大久保オフィ

サーを紹介します。

レ6月=下旬から降り続いた豪雨のため√パjングラデシ立:北部のメグナ川を中心とした広いj
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　震災から一年四ケ月、本当に濃く、月日

の流れが早く感じられた日々でした。皆様

のご支援のお蔭で今まで生活してこれま

した。

　AMDA大槌健康サポートセンターは単な

る鍼を施術する陽だけではありません。運

動（ストレッチ・ヨガ・ウォーキング・骨

盤矯正）療法や手芸教室（編み物･ビーズ･

吊るし雛・手作りモップなど）郷土芸能

を伝える（鶏子舞ストレッチ）四季折々

の郷土料理教室、お茶会、園芸療法（野菜･

花）をしています。

　私達が企画した事に町民の方々が参加

するだけでなく、いらした方々がこんな事

がしたい、やったらいいのではと発案し、

それぞれ得意分野で教え伝える側になっ

ています｡自分は先生なんてやれないとか、

削言がないなんて話していた方々が、次か

筆者右端　ＡＭＤＡｲ建康サポートセンターで

　　新団体「つどい」の発足と

　　コミュニティ活動への期待

　６月２目（上）午後、AMDAグループ

代表菅波茂講演会に続き新団体「つどい」

の発足式が、大槌町中来公民館会議室に

て開催されました。

　昨年３月11目には仙台の医療福祉系専

門学校で講師を務めていた元持幸子さん

とAMDA本部職員が学友であったことか

ら、仙台市内や岩手県大槌町や釜石市内で

の緊急救援活動の調整役として元持さんに

AMDAチームに入っていただいて以来、大

槌町出身の元持さんは無くてはならない存

在として地元の様々な調整業務をこなして

くれました。元持さんが地元の調整業務を

全般的に担ってくれたお蔭で、「AMDA大

槌健康サポートセンター」という拠点を設

立するに至りました。多くのご支援者の皆

様からお寄せいただいた浄財が形になりま

した。ここでは、ご自身白宅も鍼灸院も流

された鍼灸師の佐々木賀奈子さんが、鍼治

療を中心に仮設住宅に住まう被災者の方々

の健康増進のための活動を心血注いで行う

s昭ﾛ・匈o － /WZぶ1ジや一ナル　20j2，.7

ら次と人に必要とされる喜びや、その場で

手仕事をしながら、生活の近況報告をす

る和やかな時間を過ごしています。各教室

を終えて帰る時に、次は来週はと小さな目

標ではありますが皆様のキラキラした笑顔

が私達スタッフに心の栄養を与えてくださ

います。

　小さな目標を持ち毎回積み重ねているう

ちに、メンバーさんも増えて、運動療法参

加者は体重、脂肪率、BMIｲ直もダウンして

います。手芸教室の方々はお楽しみ市で作

品を販売しています。四季折々の郷土料理

教室では、震災で突然に母親、祖父母を失

い、お節句事の料理や昔から大槌に伝わる

郷土料理の作り方が解らないから教えて欲

しいと始まったものでした。作っている過

程や、作り終えて試食しながら亡くなった

方の想い出品をしています。

　今の治療室は狭く一台しか診台がおけず

予約も二週間待ち状態で皆様には御迷惑を

お掛けしています。また各教室のメンバー

も増えてサロンが手狭になっているので、

今年中に増築拡張の予定ですすめています。

　東北、岩手では高齢者が多く慢性症状、

不定愁訴が多く、鍼灸マッサージ治療が必

要とされています。高齢者は我子、孫と一

緒に暮らしたくても離れざるを得ず、仕事

を亡くした若者は大槌を離れざるを得ない

　　　　　発足式で説明する元持さん

一方、地域コミュニティが分断され、人々

が生活再建にむけて集い語らう場の確保の

重要度が増す中、このコミュニティ活動の

部分を以前からNPO活動に造詣の深い元

待さんが企画を立ててくれました。その元

待さんが、岩手県のNPOとして団体を立

ち上げることになりました。地元の復興に

広く寄与したいというその思いが、地元に

根付いた被災者の方々に寄り添う活動にな

ることをAMDAは期待するものです。

　コミュニティ活動を、「つどい」が

AMDAから業務委託をうけ実施する活動

費として、発足代の中で、500万円の贈

呈代も行われました。

　　　　　　　　施術串の筆者

のです。サポートセンターを拡張したら鍼

良師育成の場になれたらと期待しておりま

す。また各教室で人に必要とされる喜びや

感動する方々が増えて欲しいと思っており

ます。

　先月数日休診した際に携帯が何度かな

り、ギックリ腰だとか、捻挫したとか、ど

こにいるのか、いつ大槌に帰って来るのか

という声がありました。

　震災前もただ大槌にいて毎日治療し、畑

で取れたハープでお茶する日々でした。震

災で特にそこに大槌に居るだけで居続ける

だけでいいんだと改めて思っています。

　辛い､苦しい､悔しい､悲しい想いをいっ

ぱいしただけに人に優しくなれたような気

がします。

　　　　　　*******************

　佐々水禍良師は、ご白身津波にのまれ、

自宅、治療院とも流され、現在は仮設住宅

に暮らす、生死の境を経験した被災者の一

人で、AMDAの事業のローカルイニシアチ

ブをけん引する一人です。

新団体「つどい」を

設立して

　　　　元持　幸子大槌町出身

　前AMDA東日本大震災復興支援事業

　　　　　プロジェクトオフィサー

　震災の影響を受けた大槌町民が心身の

健康と安心感､地域における「喜び」と「繋

がり」を持ち、まちと暮らしを再構築する

活力とその仕組みを生む事を目的とし新

団体「つどい」が発足しました。

　人々が集う事から生まれる支え合いが、

生活再建に向けた「ひと」の力・「地域」

の力を引き出すきっかけとなり､生活再建･

自立に向かう原動力になります。［つどい］

は、大槌町にシッカリと根を下ろし地域の

人だちと供に、健康なまち、魅力あるまち

を育んでいきます。

　発災直後から現在に至るまで、皆様の

心温まるご支援をたくさんいただきました

ことに感謝いたします。



屯田兵計画一被災地病院からの提言

　　　　　　　　県立大槌病院　副院長　黒田　継久

　大槌を含め、三陸は医療過疎地でした。

大槌病院もこの10年ほどで常勤医７人か

ら３人に減っています。そんな中、東日本

大震災で大槌は大きな被害を受け、大槌病

院だけで無く、開業医の診療所もすべて被

災しました。大槌病院を含め、ほとんどの

先生方が仮設診療所で医療を再関していま

すが、十分な医療とはいえません。

　これまで多くの先生方に医療支援に来て

いただきました。その方々は大槌の惨状を

目のあたりにして現状を理解してくれたと

思いますが、復興へはまだまだ遠く、被災

者の方々を理解することまでは出来なかっ

たと思います。しかし、医学雑誌や学会で

のシンポジウムを聞いていると、支援者側

から見てうまく支援が出来たと言う話が多

く、大槌の現状を考えると違和感を覚えま

す。被災の影響はまだまだ続いています。

　｢なぜ自分は生き残ってしまったのか｣、

｢一緒に津波に流されれば良かった｣とい

う患者さんが居たり、また、血圧が高い患

者さんが増え、不眠の患者さんも多い状態

です。糖尿病の患者さんが、１年以上経っ

て再来し、HbAlc10%以しになっている

と言うこともありました。さらに、中心市

街が無くなったために、震災の影響が無い

はずの出回部の方々にも影響が及んでいま

す。また、役場・

中学校・大槌病

院といった被災

ビルは取り壊し

にならず残って

いますし、宗の

それらを長篠処

理しないと再建は出来ない状態です。鉄道

の復旧も見通しがつきません。

　しかし、マスコミ報道も少なくなり、学

会へ出かけるとだいぶ復興が進んだでしょ

うと言われます。このままでは、被災地の

経験・課題が、次に震災・津波被害が予想

される東海・東南海地震地域の先生方に伝

わらないのではないでしょうか。

　そこで、数年間被災地に住み、被災者の

方々と接し、直に震災への備えと復興を考

えて貰うプロジェクトが必要と考えました。

　東海・東南海地震被災尹想地域出身の

方々に、被災他の病院へ研修医、または後

期研修医として来ていただき、医療を研鋼

すると共に、医療の復興を手伝い、医療・

行政の対策･問題点を知って貰い、そして、

実際に震災があった場合には、支援チーム

の中心になって貰うようになれば良いと思

ＡＭＤＡ被災地間相互交流事業：

　大槌北小福幸きらり商店街との交流について

気仙沼復興商店街　南町紫市場

　今回のAMDAの被災他聞相互

交流事業で、初めて気仙沼以外の

地域を見ることができました。特

に、被災して仮設商店街を立ち上

げたという、同じ立場の者同士の

交流は、相互の良い面および悪い

面を改めて見直す機会となりまし

た。被災他聞交流は、他の被災他

の状況を知ることで新たな気付き

坂本　正人

もあり、また同じ立場の者同士が連携して　筆者：左から３人目　復興食堂／大槌町にて６月２日

いくということにおいても大変意義あるも

のだと思います。現在は、ボランティアや

観光などで仮設商店街を訪れる人も多い

ですが、今後は減少していくと考えられま

す。その中で、「大槌北小福幸きらり商店

街」さんとは、お互いの物産の販売、ご当

地グルメの推進、交流イベントなどを通し

て、商店街の活性化とともに更なる町の復

興のために連携していきたいです。

大槌町教育委員会様より感謝状

　大槌高校への被災新入生制服支援に対

して、６月２日大槌中央公民館での菅波

理事長の講演後、サプライズで大槌町教

育委員会伊藤教育長様より感謝状をいた

だきました。

います。長期に研修することにより、岩手

県のみならず、宮城県・福島県の医師不足

の解消にも繋がります。

　震災被災他の支援を行いたいと考える

医師と同様に医学生も被災他のために役立

ちたいと考える方が数多く居ると思います

が、被災他とつながりがない状況では何を

したら良いかわからない、だから何も出来

ないと言う状態と思います。

　AMDAさんのように災害支援のノウハ

ウを知っている組織に被災他希望研修医

を仲介募集していただけましたら、医学生

の方々も応募しやすいのではないでしょう

か。被災他研修医募集病院との調整など困

難もあると思いますが､次期震災へ向けて、

震災初期・復興期への対処を知った医師を

育てるのも被災他病院の大切な仕事と思い

ます。

　今回の被災経験が次の大災害時の被災を

減らすことに少しでも役立てば幸いです。

屯田兵計画概要案

1.東海・東南海地震被災予想地域出身で

　有ること

2.東日本大震災被災地に近い研修指定病

　院に勤める

3.研修指定病院校舎に伴むのではなく、

できる限り被災者の多い地区に往む

4.被災者支援の会には積極的に参加する

5.D-MAT研修をできる限り受ける

6.出身地被災の際は救援指導を取る

気仙沼市街町紫商店街を練り歩く

大槌町伝統芸能の臼潭鹿子踊り

sqgo・匈o－ｊ舶胴ジやーﾌﾞrル２ﾌﾌ２ｚ



カンボジア
マラリア予防プロジェクト

　カンボジアでは、AMDAカンボジア

のリティ医師が中心となりIEC事業と

マラリア予防プロジェクトを実施して

います。

　カンボジアは人目の８割が農村部に

集中しており、カンボジアにおいても

毎年雨季になると何人もの人がマラリ

アで尊い命を落としています。命に関

わる危険な感染症であるマうリア撲滅

は、カンボジア政府の最優先事項の一

つにもなっています。

　IEC（lnformation､Education and

Communication）事業では、マラリア

に感染した場合の対処方法が書かれたＴ

シャツ、性感染症に感染しないための基

礎知識を記したチラシやパンフレットを

作成しました。これらの資料はAMDA

カンボジアで研修を受けたボランティア

が中心となり、プノンペンの大学や高校に、

また地元NGOや村の医療ボランティアを

通じてコミュニティーに配布しました。

　コミュニティーではその他、マラリア予

防方法の認知度アップ、マラリアを発疹

させる危険行為の回避や監視強化などを

積極的に行いました。コミュニティーに出

向いて出張セッションを行い、今までに１

万人近い人々に予防教育を行うことが出

来ました。

　支部内では20H年度第四半期にプロ

ジェクトディレクターを常勤スタッフとし

て雇用した結果、現場での観察とモニタ

リング、スタッフのプロジェクトオリエン

テーション、教育、技術サポート等がより

強化され、プロジェクトの収り絹みも迅速

かつ有効に行えるようになり、データのク

オリティも向上しました。

ＡＭＤＡ高校生会の活動について

　今年度、昨年発生した東日本大震災に

おける岩手県大槌の復興に向け、高校生

としてできる支援、高校生だからできる

支援を目標に活動をしました。 AMDA高

校生血は県内の高校生が集まり４月から

８月までは20名、途中３年生が引退し

昨年９月以降今年３月まで、新たなメン

バーも加わり□名で活動をしました。ほ

ぼ毎月定例会を持ち、AMDAの活動や東

日本大震災の様子等について派遣された

スタッフにお話を間くなどの学習合を通

し、高校生血としてどのような活動ができ

るのか、話し合いを重ねました。主な活

動内容は大槌高校および大槌AMDA高校

生意との交流を深めることが中心となり、

７月には大槌の高校生血２名を招き交流会

をおこないました。大槌と岡山でのそれぞ

れ高校生血の活動報告のなかで理解を深

め、またその後は昼食用にちらし有司を

　　　　　　　　　絆コンサート会場で

ﾀ印聊″か/‘∂一丸WZ刈ゾヤープソIｼ　20j2.７

作り会食をしたこともお互いの

距離が近くなったと思います。

　また毎年参加している岡山大

学医学部の学園祭にAMSAの協

力で参加をし大槌高校へのメッ

セージボード作成を呼びかけ、

来傷者にたくさんの協力をいた

だきました。この活動も多くの

方達にAMDAの活動や被災地に

ついてご理解をしていただくい

いチャンスにもなったと思います。

　そして３月にはAMDA東日本大震災絆

コンサートを開催しました。大槌高校吹奏

楽部を中心に就実高校・中学吹奏楽部の

方々が出演されました。高校生血もステー

ジで活動報告をしたり、当日の準備や血

の司会進行等、運営にあたり充実感に満

ちた、しかも同肘代の交流ということで大

変盛りあがり、熱気あふれるすばらしい音

　　　　楽血になりました。高校生どおし

だけでなく来場された人達にも音

楽を通して感動を分かち合えたと

思います。コンサート後高校生会

………の取り組みについて振り返りをし

　　ました。その際に出た感想の中で

　　｢みなさんの演奏がとても感動的

　　でAMDAの活動のすごさを感じ

　。た｣、｢自分の係の仕事にとても緊

Si

張したが、奏しているみなさん

呂りが楽しそうにまた堂々としている§言姿に勇気づけられ、白分ち頑張ら

y二なくてはと思った」「被災された

　　高校生に会い、かわいそうと思う

一一

｜マラリアとは？

｜　マラリア原虫を持つ蚊(ハマダラカ)

｜に刺されることで感染するマラリア。

　主として森林地帯、タイ、ベトナムと
｜　の国境周辺部で一牛を通じて発生する

｜感染症であり、約90％が熱帯熱マラ

｜　リアで、残り10％が三日熱マうリア

｜である。熱帯熱マラリアは治療が遅れ

｜ると命にかかおる怖い病気である。

、　参照：外務省　在外公館医務官情報

Ｌ____
」

AMDA事務局で、絆コンサートの準備作業

　のではなく白分たちも行動して少しでも復

　興のためになることをすることが大切だと

　感じた」など多くのことを感じ、学んだと

　思います。今後AMDA高校生血も東日本

　大震災復興について、交流プログラムを継

　続することでより絆を深めていきたいと思

　います。

　　　　AMDA高校生会とは

　高校生の個人の自由意思でつどう

AMDAのボランティアゲループです。

1995年中国雲南省地言緊急款援活勤に

おいて、けがをした児童支援や小学校

支援を行ったことを契機に設立されまし

た。様々な学校の生徒が集まり、その年

度ごとで活飴人丿容を自主的に決めていま

す。全体で集まるのは、月に一度程度の

日曜日です。新メンバー大歓迎です。

※お問合せ、お申し込みは

　AMDAボランティアセンターまで

　membeF@amda.orjP
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　６月10日(日)～16日(土)の日程で､苛波茂AMDAグルー

プ代表がミャンマーを訪問しました。７年ぶりのミャンマー

訪問では、AMDAゲループがミャンマーで活動を開始して以

来の歴代の２人の保健人臣と現保健大臣Dr.Pe Thet Khin に

面会する機会に恵まれ、また、斎藤隆志／往ミャンマー特命

全権大使を表敬訪問しました。その他、プロジェクトを実施

している中央乾燥地(パコク郡、メティーラ郡)を訪れ、受

益者の人々や現地スタッフと交流しました。

Ｌ__ 一一一一一一 - 一
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｜

１

１

１

１

１

１

１

一 ______---_」

　ミャンマー中部の貧しい乾燥地帯に位置するパコックとメ

ティーラを６月訪ねた。AMDAが関与してから17年。現在は

AMDA社会開発機構が３万人の農民を対象に健康増進プログラ

ムを実施している。メティーラでは、1999年にAMDAが寄贈し

た総合病院の子ども病棟を訪問。検査機器は無く聴診器のみの診

療である。旧首都のヤンゴンにある病院に比べて地方の病院の診

療機能の充実が求められている。憚健吉は地方の病院機能の充実

を目標の一つにしている。メティーラは第二次世界大戦で岡山の

多くの将兵が英山車の戦車の前に弊れたところである。現在も交

通の要所でミャンマー陸軍の重要な駐屯地である。

　今回、一番お会いしたかったのが亡きヤダナウーちゃんのご家

族である。メティーラから車で30分かかる不便な水田の中に家

があった。ヤダナウーちゃんは94年６月生まれの当時９歳の女

のT几心臓仲の一つが変形する先天性心疾患で、運動すればチア

ノーゼが出るまでに悪化していた。 2004年２月に岡山に手術の

ため招聘し、岡山大学附属病院にて佐野俊二教授の執刀で弁形成

手術、当初予定より早く退院できるほど手術は成功し、病状は改

Dr.PeThetKhin保健大臣（右）と 斎藤大使（中央）と

　　２０１２年度　AMDA神奈川支部総会

　　（6月24日神奈川県大和市小林国際クリニックにて）

　　　　　　　　AMDA神奈川支部副代表松木　哲雄

1.2011年度事業報告

　・５月３日、タイ・バンコクのプミポン空軍大学付属病院医学部の

　　女子学生２名に奨学金を授与。（対象者は10年度と同じ）

2.2011年度会計報告

3.2012年度役員（任期２年LIに当たり昨年度と同じ）

　　代表：小林米幸

　　副代表：松本哲雄・篠原真理ｆ・柘植靖子

　　会計：岩淵満江、会計監査：武井紀子

4.2012年度事業計画

　・昨年度、神奈川県海外技術研修員を推薦したが柘欠になり結果的に

　　招聘出来なかったが､今年度も招聘出来るように準備を進めている。

　　また、対象者を今までバンコク病院に絞ってきたが、系列病院にも

　　広げる。

５．その他（報告・情報交換・等）

　一新会員紹介

　・今後の活動について・・・アイディアを慕る。

AMDAグループ代表　菅波 茂

　　　　　　　ヤダナウーちやんの写真を囲むご家族と

善。帰国後はマンダレーとメティーラの医療機関で定期的に受診

しつつ、勉学に励んでいたが、2011年１月に急死した。「看護

師になって佐野先生のもとでもっと勉強したい」と語っていたこ

とが忘れられない。宗族から微笑んでいる彼女の写真をいただい

た。ご雨親に約束した。「現在、計画しているインドの御釈迦さ

んが悟りをひらかれたブッダガヤの地での小児心臓医療施設が完

成すれば、この施設に彼女の写真を飾ります」と。「ヤダナウー

も喜んでいるでしょう」と92炭の祖母に言われて気持ちが軽く

なった。

　ミャンマーには１週間ほど滞在した。新首都のネピドーも地方

も訪問した。ヤンゴンで宿泊したホテルではベトナムのホーチン

ミン市との合同ビジネス会議が開催されていた。急速な民圭化と

経済発展を迎えているミャンマーでは都市と地方の格差がますま

す激しくなることが予想される。アジア全体が激動している。日

本では感じられないダイナミックさである。格差が間けば関くほ

ど「款える命があればどこまでも」のAMDAのスローガンが求

められると予感した。 AMDAのミャンマーにおける活動を支援し

ていただいている方々に厚くお礼を申し上げたい。

AMDAでは、「食は

命の原点」という･認識

から、今年度から有

機農業の実践によりア

ジアの農業とつながる

AMDAフードプログラ

ムを、岡山県真庭郡新

庄村野土路地区で開始

しました。中国山地の源　AMＤA野土路農場7｀のｱﾋﾙの放鳥6月６回

流の村である新庄村はたぐいまれな清らかな水に恵まれた、

人口的1000人の村です。 100％有機農業で、アイガモでは

なくアヒルを用いて、AMDA野上路農場で耕作をはじめま

した。５月には、昨秋の収穫米のセシウム等放射性物質や農

薬に階まれる化学物質の残留検査の結果が届き、いずれも残

留ゼロで、安心しています。６月６日には、アヒルの放鳥を

地元の保育園児だちと行いました。「地域おこし」とアジア

の山岳少数民族との「国際相互扶助ネットワーク」構築の両

輪が動き始めます。
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2012年４月～６月の動き

＜講演＞
４月 15日
18日

21日
８日

11日
11日
14日
28日
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友の会研修会／地域活動への積極的参加と社会貢献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉野地区ろうきん友の会

摂南経済ゲストレクチュア／東日本大震災救援活動の経験からみた地域医療保健・防災活動の意義　　　　摂南大学経済学部

岡山県下５年一環看護教育校　５校交流会／「各国の医療事情」について　　　　　　　　　　　　　　創志学園高等学校
明るい社会づくり運動美作地区協議会３０周年記念講演会／東日本大震災に対するAMDAの支援活動　　明るい社会づくり運動美作地区協議会
･7aっj゛昨お仝かに7に’ｇ吻t応議会／泌宙看護の実際について　　　　　　　　岡山県高等学校教育研究会看護部会・岡山県高等学校看護教育協会●-㎜・I㎜㎜■平成24年度総会ならびに研究協議会／災害看護の実際について

東日本大震災救援活動について

美容組合岡山支部衛生講習会／東日本大震災の状況について

ＲＮＮボランティア講座基調講演
第27回保育を高める研究集会／救える命があればどこへでも
剛一･l同時Nu･凹-w－m/g巾-りaf･･-－ry●-

--●‥一
新団体「つどい」発足記念講演／救える命があればどこまでも～ＡＭＤＡの人道支援３原則と相互扶助

福浜熟年大学／ＡＭＤＡの活動理念

岡山西南ロータリークラブ例会
第１１次通常総会記念講演／東日本大震災復興支援活動について～３

医療業界の現状と医学的な知識について

より一年間を振り返って
　　　　　　　　厚生労働省認可

清心女子高等学校
岡山県美容生活衛生同業組合　岡山支部
ＲＮＮ（人道援助宗教ＮＧＯネットワーク）

社会福祉法人　日本保育協会　岡山県支部

ＡＭＤＡ大槌クラブ
岡山市立福浜公民館

岡山西南ロータリークラブ

（社）岡山県計量協会
西日本ゲルマニウム療法案協同組合連合会

＜大学講義＞

４月10日
4/13～6/29（毎金曜日）
4/16,23,27,5/12,14

4月17日

玉野総合医療専門学校

神戸女子大学
福山平成大学
玉野総合医療専門学校

保健看護学科
国際ボランティ

災害看護・国際看護・特腕」内の講義として

ア活動論
2012年度看護学部４年生「国際援助と保健資源」

保健看護学科　国際看護・災害看護・看護特論

　多くの皆様からの

ご寄付本当にありが

とうございます。恐

れ入りますが、名前

記載の誤り等があ

りましたら、事務局

までお知らせくださ

い。よろしくお願い

します。

＜イベント＞
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４月28日
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日本大震災被災者支援

ＭＤＡ玉野クラブ総会、

山岸ルツ子里帰りチャリティーピアノコンサート

バングラデシュ報告会

たなごごろのこころ（備前焼チャリティ）
ノリ＋アダジョイント・リサイタルＸ開催
第６回AMDA兵庫支部総会シンポジウム　東日本大震災支援活動の今までとこれから
Rising Star/AMDA福山クラブ共催東日本大震災復興支援Risirlgチャリティーライブ

新団体「つどい」発足式（岩手県大槌町）
野土路農場（新庄村）有機農業あひるのヒナ放鳥
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センドン台風　緊急救援

フィリピン医師会から表彰

　2012年５月18田こ行われた第105

回フィリピン医師会年次総会、第15回

アセアン加盟国医師会会議(MASEAN)

において、フィリピン医師会より、12

月に発生したセンドン台風被害の北ミ

ンダナオ、カガヤン・デ・オロ肢イ

リガン市の緊急救援活動に対して、

AMDAが表彰されました。

　千人以上が死亡し、多くの家屋が倒

壊した犠牲者の方々に対する人道支援

のためにカガヤンデオロ市やイリガン

市にAMDA本部職員ヴィーラバーゲ氏

と典に活動に当たったAMDA苛波代表

に代わりAMDAインターナショナル顧

問､元フィリピン医師会会長であるチュ

ア医師が表形式に出席しました。

　　　　　　(写真中央：チェア医師)

第27回
日本国

１１月３日、大会会長　菅波茂の講演もあります。

詳しくはＨＰを。

http://Jaih2012.web.fc2､com/index､html

バングラデシュ訪問記
AMDA玉野クラブ　岡崎　幸生

　４月１日から６日間、AMDAバング

ラデシュプロジェクトフィールド見学

に参加しました。私は４年前ベトナム、

カンボジアヘ観光旅行に行き発展途上

国の生活状態を目にしてカルチャー

ショックを受けました。カンボジア旅

行後、クラブ長の竹谷さんよりAMDA

玉野クラブ発足の話

がありクラブ立ち上

げに喜んで参加させ

て頂きました。以前

より竹谷さんからバ

ングラデシュの街や

生活の様子を聞いて

おり、今回のバング

ラデシュ訪問に対し

非常に関心を持ち参

加しましたが、それは私の想像をける

かに越えるものでした。

　まずダッカに入り人や車が多く、車

は特に日本車（トヨタ）が多い事も印

象的でした。又、高層ビル、道路の整

備も出来ている所もありますが、地方

では全く違った状況に驚き、また生活

の格差を感じました。我々日本での生

活とはあまりにもかけ離れていること

に対し今私達に何か出来るのだとう

かと考えさせられました。

　学校訪問では多くの子供達と交流す

る事が出l来、言葉の壁はありましたが

身ぶり手ぶりで話しながら遊んでいる

うちに心が通じ合い、とても豊かな時

間を共有出来たと感じました。一人ひ

とりの生き生きとした表情がとでも印

　　　　　　　象的でした。

　教育、医療、食生活、

環境衛生と多くの問題

がありますが、現在実

施されているAMDA

バングラディシュ支部

の活動により少しずつ

発展していくことを期

待します。

　訪問した日々を思い

出しながら今私に何か出来るのか答え

は出ません。ただお金、物の提供では

なく、人と人とが交流する中でお互い

に意識の変化をしなくてはならないと

思います。そして生活の質が少しでも

向上していく様役立てればと感じる次

第です。 70歳を過ぎた私にとって今回

の訪問は多くのことを考えさせられま

した。今後微力ではありますが息の長

い支援が出来ればと考えています。

多くの方々からご寄付をいただきました。一部をご紹介します。
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オムロン（株）岡山支店様より

高松農業高校メッセンジャー高騰様より

（医）なかの歯科クリニック様より

倉敷アカデミックウィンズ様より

玉野市立東児中学校生徒会様より

ノリ十アダ　ジョイント

リサイタルＸ様より

　たなごころのこころ様より

　備前焼個展によるご寄付→

sogo一句o － jMZ:Mジ申－ﾌﾟｰ･ル　20j2ｪ.ァ
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